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全　国宮城県
仙　台
医療圏

石　巻
医療圏

大　崎
医療圏

栗　原
医療圏

登　米
医療圏

区　分

277,9274,9153,719310321102９４　医師数

217.5208.7253.7141.1148.2128.9106.5人口１０万人対

811,97213,7399,459990981458407　看護師数

635.5583.4645.2450.8452.8578.8461.2人口１０万人対

40,191832428621194550　保健師数

31.535.329.228.254.956.956.7人口１０万人対

【表２】宮城県内の医療従事者比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１８年度）　単位：人

計
津　山
診療所

上　沼
診療所

登　米
診療所病　院

豊里
病院

米谷
病院

佐沼
病院

医師数

4011348419平成２０年度

4311449420平成１９年度

4211438421平成１８年度

4611547622
平成１７年
合 併 時

【表１】登米市立病院医師数　（歯科医４人を含む）　　　　　単位：人

※平成18.１９年度は年度末における人数。平成２０年度は、１０月１日現在

病院での確保医師数の不足

・大病院の派遣医師の引き上げ

・過酷な労働条件（退職・開業す

　る医師の増加）

　　医師の絶対数の不足

・OECD加盟国（※）の平均以下

・医療費抑制策（医学部定数の削

　減）

　　地域偏在による不足

・医局人事による地方からの撤退

・医師の都会志向

・研修医制度の改正

特定の診療科に属する医師
の需要不均衡による不足

・過酷な労働による、なり手不足

・医療事故などのトラブルに巻き

　込まれるリスクが高い

　　　　医師不足

【図１】医師不足の主な要因

※OECD（経済協力開発機構）
日本を含む３０カ国によって構成

よねやま


